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1 ．は じめに

　グ ロ
ーバ ル 市場 に お け る鉱山開発 の 爆発的 な進 展 に

伴 い 、わ が 国 の 建設 ・鉱 山機械 メ
ーカーの 売 上 は 、

こ

こ 10数年間、右肩上 が りに 推移 し 業績も好調で あ る。

　特 に 、部品 ・部材 の 供給や、メ ン テ ナ ン ス ・保 守 サ

ービス 事 業 の 売 上 が 伸張 し て お り、利益 率 も高 い
。

　ま た、情報通 信 技 術 （GPS） の 利活 用 に よ る既 設 の

建 設機械 の 位置探知や、稼働状況管理 サ ービ ス 、機器

本 体の リース や 、動力源 の 電動化 に よ るCO2削減等 の

ソ リ ュ
ーシ ョ ン サ

ー
ビ ス 事 業の 展 開 も見 られ る。

　さらに は、鉱山に おけるマ イ ニ ン グ事業 へ の 展開等、

従 来の 建設 機械単品の ハ
ード機器 の 納 入 か ら、多様 な

サービ ス 事業 へ と事業内 容 を拡 大 ・転換 させ て い る。

　本研究 の 目的は、建 設
・鉱 山機 械 メ

ー
カ
ー

で ある 目

立建機   ［以 下、日 立 建機］の 事 業 内容 か ら、社会イ ン

フ ラ シ ス テ ム に お け る サービ ス イ ノ ベ ー
シ ョ ン 戦略 の

発 展 プ ロ ス を検証 し、サービ ス 発 展 モ デル を提示す る

こ とで あ る。

2 ．本研究の 背景

　わ が 国を は じめ主 要 先 進 国 は、産業構造の 変化 の 中

で、第 3 次 （サ
ービ ス ）産業の 割合 が増加 し続 け て お

り、そ の 割合 は GDP の 約 7 割を占め 、雇用の 約 3 分の

2 を占め て い る 。

　また、製造業 に お い て は IT 技 術 を利用 し た設 計 シ

ス テ ム 、製 品 の サ ポート （保 守 ・メ ン テ ナ ン ス ）等の

他、総合電機 メーカーで は、社会 ・産業イ ン フ ラ 部門

で の 鉄道 ・水事業等 で の 運 営管 理 と い っ た 、従 来 に な

い 新た なサービ ス 事業化 へ の 期待が 高ま りつ つ あ る。

　わ が 国 にお け る産業 ・経済が 引き続き活 力 を 維 持 し

て い く た め に は、サービ ス を 担 う第 3 次産 業 を 製造業

と融合 させ 、 そ の 基盤を支 え る新た な サービ ス 戦 略 が

必要で あ るが、わ が 国に お い て は 、サービ ス 産 業 の 国

際的な 展 開が 乏 しい の が実態で ある。

　他方、新興国市 場 に お け る 建設機械、及 び 鉱山機械

の 需要 は、こ こ 10数年間 、 爆 発 的な増加 傾向 に あ り、

世界市場の 70％以 上 を 占めて い る。図表 1．参 照

　わ が 国の 建 設 ・鉱 山機械 メ
ーカーは、こ うした 新 興

国需要 に 支 え られ、2011年3月 期 の 世 界 の 油 圧 シ ョ ベ

ル の 需 要 は、ピ
ー

ク だ っ た 2008年 3月 期 を既 に 超 えて

お り、 中長期的 に成長 も見込 まれ て い る。

　日立 建機 グル
ープ も、新興国市 場 の ニ

ーズ に迅 速 か

っ 、的確 な対 応 に よ り新車販売 の 伸 張 と同 時 に、そ れ

に伴多様 なサ
ー

ビ ス 事業の 拡大 に よ り収 益 力 を高 め 、

着実 に業績 を拡大 し て い く と考 え られ る。
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図 表1，世界の 建設 ・鉱 山機械 の需要 動向
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（出所 ） 日 立 建 機 HP 「http：／／… ．　hitachi−kenki

　　　　．co．　jp／ir／strategy ／market ，　htmI」
　　　　 （2012年 6月 15日 確認） よ り引 用
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3 ．本研究の命題

　論者 が提 唱 す る社会
・
産業イ ン フ ラ シ ス テ ム 事 業 に

お け る、顧 客 視点 に よ る 「サ
ー

ビ ス イ ノ ベ ー
シ ョ ン の

利益創 出 の 分類の 枠組み 」 は、図 表 2，の 通 りで あ る

一
ビ ス イ ノ ベ ー

シ ョ ン の 利 益 創 出 の 分類 の 枠組 み 」 に

基づ き、サ
ー

ビ ス 事業の 発展プ ロ セ ス の 考察を行 う。

図 表 3．日 立 建機 の 「GlobaI　 e−Service」

図 表 2，サービス イ ノ ベ ーシ ョ ン に よ る

　　　利益創出の 分 類の 枠 組 み

資産 の 所有権

（出所）藤井享 （2010）「サービス イ ノ ベーシ ョ ン に よ

　　　 る利益創出の 分 類の 枠 組 み 一取 引 費用 理 論 と

　　　 資源ベ ー
ス 理論か らの考察 一

」

　　　　『中央大学大学院研 究年 報 』第 14 号総合政

　　　 策研 究科篇，pp．59 −75 よ り引用

　本 分 類 の 枠組 み で は、X 軸に 「資産 の 所 有権 」 を と

り、製 品 ・機器 ・
シ ス テ ム とい っ た ハ ード機 器 の 所 有

権を顧 客へ 移 転 させ るサービス 事業を、第 3 象限 「製

品 ＋サー
ビ ス 」 と、第 4 象限 「エ ン ジ ニ ア リン グサー

ビ ス 」 を定義す る。

　そ の
一

方 で、資産 の 所有権 を 業者 が 持 っ たままで サ
ー

ビ ス 事業 を行 うの が、第 1 象限 「BTO サ
ー

ビ ス 」 、

第 2 象限 「ソ リ ュ
ー

シ ョ ン サービ ス 」 と 定義す る。
　また、Y 軸 に は、製品 ・

機器
・

シ ス テ ム とい っ た ハ

ード機器、及 び コ ン サ ル や プ ロ ジ ェ ク トマ ネ ジ メ ン ト

等 の 取 り纏 め サ
ー

ビ ス を と り、様 々 な 「資産 の 連携価

値」 の 有 ・無を区分 して い る。

　本 稿 の 命題 は 、こ の 枠組 み を使 い 、建 設 ・鉱山機械

メーカー
の サ

ー
ビ ス 事業化 の 発 展 プ ロ セ ス の 検証 を 行

い 、発展モ デル の 構築 を行 う。

4 ．建設 ・鉱山機械メーカーの

　　　　　　　　 サ
ービス 発展 プロ セ ス の 考察

（1） 日 立建機の rGlobal　 e−Service」

　 日立 建 機 で は 、　 「販 売 して 終 わ りで は な く、販売 し

た ときか ら始 ま る 」 と の 認 識 に よ り、新車 販売か ら、
点検修理 ・予 防保 全 サ

ー
ビ ス な どの メ ン テ ナ ン ス 、部

品 ・再 生 品販売、中古車販 売、レ ン タ ル や フ ァ イ ナ ン

ス な ど、製 品 ラ イ フ サ イ ク ル 全 体 を通 じた サ ポート基

盤 を 強 化 し、顧 客 の 満 足 度 を 高 め る 「Global　 e
−

Service」 図表3．を展開 して い る。

　 こ の 「Global　 e
−Service」 を、顧客視 点 に よ る 「サ

　 ラ イ 7 サ イ ワ ル サ 霑一卜鞦
一

（出 所 ） 日 立 建 機HP 「http：／／刪 w．　hitachi−kenki
　　　 ．co．　jp／ir／strategy ／point，　html」
　　　　（2012年6月 15日確認 ） よ り引 用

（2）製品＋サービス （第1段 階）

　 日 立 建 機 に お い て 、まず 最初 （第 1 段階） に ス タ
ー

ト し た サ
ー

ビ ス 事 業 は、図 表 2．の 第 3 象限 「製 品 ＋ サ
ー

ビ ス 」 の 事業で あ る。

　こ の 象 限 の サ
ー

ビ ス 事 業 は、例 え ば、油圧 シ ョ
ベ

ル ・大 型 ダ ン プ トラ ッ ク ・ホ イル ロ
ーダ 等 の 機器単体

を顧客へ販売 し、資産の 所 有権 が顧 客 へ 移 転 した 機器

に 対 して 、そ の 機器 の 正 常な運 用 を 目的 と し て 、保

守 ・メ ン テ ナ ン ス 等 の ア フ タ
ー

サ
ー

ビ ス を 顧 客 の 外 部

か ら行 う、
一

般 に よ く見 られ るサ
ー

ビ ス 事業形 態で あ

る。

　特 に、鉱 山開 発 事 業 に お い て は、過 酷な 状 況 下 で の

長 時 間 稼 動 が 求 め られ る た め 、日立 建機 で は、FMC
（フ ル ・メ ン テ ナ ン ス ・コ ン トラ ク ト）契約 、 図 表4，

とい うサービ ス メ ニ ュ
ーを 展開させ 、必 要 とな る部 品

供給 体 制 や、部品 再生 事業、トレ
ー

ニ ン グセ ン タな ど

の 総 合 的 なサービ ス サ ポート基盤 を強 化 し て い る。

　　　　 図表 4．日立 建機 の FMC
（フ ル ・メ ン テ ナ ン ス ・コ ン トラク ト）契約

釜
釜
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（出所 ） 日立 建機HP 「http：／／… ．　hitachi−kenki
　　　 ．co．　jp／ir／strategy ／strength ．　htmI」
　　　　（2012年6月 15日 確認 ） よ り引用
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　続 い て 、日 立建 機 で は、既設 の 建設 ・鉱 山機械 に 設

置 した セ ン サ
ー

か ら の 情報 に 基 づ い て 、衛星通信を使

うこ とで、遠隔か ら稼働状況を リアル タ イ ム に 把握 で

き る情報 サービ ス 事業、図表5．を展 開 して い る。

図表 5 ，日 立 建機の 衛 星 通 信 に よ る

　　　　情報サービス 事業

』凄 メ 1
・

雪鰍 海

（出 所 ） 日立 建 機 HP　rhttp：／／www ．　hitaGhi−kenk　i

　　　 ．co．　jp／ir／strategy ／strength ．　htmI」
　　　　（2012年6月15日確認） よ り引用

　 こ れ らの サービス 事業の 特徴 は、資産 の 連携価値を

持たない 建設 ・鉱山機械単体 を顧 客 に 売却 し、所有権

が 顧 客に 移 っ た もの に 対 して 、外 部 か ら業者 が サ
ー

ビ

ス を行 うモ デ ル で あ り、建設 ・鉱 山 機械 メ
ー

カ
ーが 独

自で 手掛ける、第 1段 階の サービ ス 戦略で ある。

（3）ソ リュ
ー

シ ョ ン サービス （第2段 階）

　 これ に 対 して 、業者側が 機器 （建 設
・鉱 山機械）の

所 有権 を持 ち、そ の 機器 か ら得 られ る 「解」 の み を 提

供す るサ
ービス 事業 を 「ソ リ ュ

ーシ ョ ン サ
ー

ビ ス 」 と

定義す る。
　 日 立 建 機 で は、こ う した リ

ー
ス 事業を手 掛け て きて

お り、2011 年 5 月 に は、丸紅  と共同で 、豪州 で の 大

型 リース 事 業 推 進 して い る。ま た 、国 内 で は、　 「建 設

工 事 用 の 機 械 ・器 具 を借 りた い 、買 い た い 、直 した

い 」 とい う顧 客ニ
ーズ を鑑 み、2012 年 4 月 1 日よ り

「日立 建 機 日本   」 を発 足 させ 、本格的 に リース 事 業

を展 開 させ る。

　 こ の 第 2 象 限 の機器 健 設 ・鉱山機械）の 「資産 の

所有権」 を 自らが 持 た な い 、　 「ソ リ ュ
ー

シ ョ ン サービ

ス 」 を顧客 自 らが 選 択 す る か 否 か の 決定に 関 し て は、

顧客が 建 設
・鉱 山機械 の 導入 に よ り、その 機器 か ら得

られ る 「解 」 に どれ だ け の 取引費用 が課 せ られ るか に

よ っ て 判 断 され る。
　 こ の 場 合 の 取引費用とは、建 設

・鉱 山機械の 資産 を

顧 客 側 で 所 有す る 場合 は 、そ の 運 用 に 関 して 相 当程 度

の 取 引費用 （機器納入 の 為 の 専 門 的 な知 識 の 習得や、

購 入 す る ため の 多額 の 資金 の 捻 出等 、 特 殊 な資産への

投資）が 必 要 と な る。
　そ の た め、複雑多岐、特 殊 なシ ス テ ム に な る に 従 い 、

顧客 は 自らで 資産 を所有す る こ と を放棄 し、業者 か ら

の リ
ース や レ ン タル を使 用 し、利 活 用 に か か る費用 の

み を支払 う第 2 象限の 「ソ リ ュ
ー

シ ョ ン サ
ー

ビ ス 」 を

選択す る と想定 で きる、

　ま た、業者側 は 、そ の 利 活 用 に関 わる サ
ー

ビ ス を提

供 す る こ とで、多くの 利益を創 出 す る と考 え られ る。

　同社 の 戦略 は 、利益創出の 分類 の 枠 組 み の 第 3 象限

「製 品 ＋サ
ー

ビ ス 」 の 事業 と し て 、ま ず は 顧 客 に 建

設 ・鉱 山機械を納入 し、顧客 の 所有 と な っ た製 品 の 部

品 交 換、保 守 ・メ ン テ ナ ン ス とい っ た サービ ス を 顧 客

の 外 部 か ら実施す る。　 （第 1 段 階）

　そ して 、　 「解 」 の みの 提 供 を 強 く求 め る顧 客 へ は 、

第 2 象 限 で あ る 「ソ リュー
シ ョ ン サービ ス 」 の 提供を

目指 して い る。　（第 2 段 階）

（4）エ ン ジ ニ ア リン グサービス （第3段階）

　 こ の 象限の 「エ ン ジ ニ ア リン グ サー
ビ ス 」 の 定 義 と

は 、複 数 事業部門、カ ン パ ニ
ー、企 業 を跨 る製 品 シ ス

テ ム を束 ね て、こ れ らの 「資 産 の 連携価値」 を 有す る

サービ ス 事業 をい う。
　 日立 建機で は、高い 信頼性 を誇 る超 大 型 鉱 山 向ダン

プ トラ ッ クの 「大型AC （Alternating　Current） ドラ

イ ブ ・モ
ータ駆 動 」 を、  目立製 作 所 と共 同 開 発 した。

　ま た、  日立 エ ン ジニ ア リン グ ・ア ン ド・サービス

の パ ン タ グ ラ フ 技 術 をプ ラ ス した、トロ リーの 架 線設

備 を含 めた 「パ ッ ケ
ージ型イ ン フ ラ シ ス テ ム 」 の 提 供

を 日立グル
ープー

体で 推進 して い る。図表 6．

図表 6，日 立 グル
ープが提 供 す る トロ リー架線設備

（出所） 日立 建 機 HP 「http ：／／www ，　hitachi−kenki

　　　 ．co．　jp／ir／strategy ／strength ，　html」
　　　　（2012年6月 15日確認〉より引用

　目立建機他、目立 グル
ープが 手掛ける 「トロ リ

ー
式

ダン プ トラ ッ ク」 は、車体 上 部 に 搭載 され た パ ン タ グ

ラ フ に よ り，登 坂 路 に設 置 され た 架線 に 流れ る 電力 を

取 り込 む 構 造 となっ て お り、こ の 電力で 、ACモ
ータ を

駆 動 させ る。
　ま た 、放 土現場 、積 み 込 み 作 業現 場、及 び 下 り坂な

どの 架線 が設 置 され て い ない 部分で は、標準機 と同様

に エ ン ジ ン で 発 電 し た 電力 で 走行 が 可 能 で あ る。

　 こ の シ ス テ ム は、生 産 量 ・稼働 率の 高さ、電気を使

うた め の 運 用 費、及 びCO2 排 出量 の 低減 に 貢献 し て お

り、資源 価格 の 高騰や、環境意識 の 高 ま りを背 景 に 、

市場か ら高く評価 され て お り、ア フ リカ 南部 を 中心 に 、
納 入 実績 が あ り、現 在稼働 中 で あ る。
　 以 上 の 通 り、目立 建機他、日 立 グル

ープ が 展 開 す る

「AC ドライ ブ ダ ン ブ シ ス テ ム 」 の 特 徴 は、日立 グ ル ー

プ の 最先端技術 を集結 し て 、競争力 の 強化 を図 っ て お

り、鉱山開発顧客に 対 して、ダ ン プ とシ ョ
ベ ル の 組み

合 わ せ に よ るマ イ ニ ン グ製品 の ト
ータル な 提 供 も実施
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し て い る。

　 こ の よ うな、　「資産の 連 携価 値」 の あ るサービ ス 事

業 の 提 供 に 際 して は 、顧客が、第3象限 で は な く、第4
象 限 の エ ン ジ ニ ア リ ン グサービ ス と し て、業者 に ワ ン

ス トッ プ で発 注 す る か 否 か は、　 「トロ リ
ー式 の ダ ン プ、

トラ ッ ク シ ス テ ム 」 の 導入 を 計 画 す る顧客側が、自ら

で シ ス テ ム を 取 り纏 め る場 合の 調 整 （コ ーデ ィ ネ
ー

シ

ョ ン 〉 費用 と、メ
ー

カ
ー

に
一

括 で 発 注 す る場 合 の コ ス

トを 比較 し、
一
括 で 発注す る方が コ ス トが 低 い 場 合 に

第4象限 「エ ン ジ ニ ア リン グサービ ス 」 の 事 業が成 立

す る。

　20 世紀 の 総合電機 メ
ー

カ
ー

は 、 総 合 エ ン ジニ ア リン

グカ を ケ イ パ ビ リテ ィ に、こ の 分 野 の 事 業 か ら多 く の

利益を生 み 出 し て きて い る。
　ま た、今後、新 興 国 をは じめ、グ ロ

ーバ ル 市場に お

い て 、社会イ ノ ベ ー
シ ョ ン 事 業 が活 発 化 し て い く傾 向

に あ る。今後、建設 ・鉱 山機械 メ
ー

カ
ー

は 、サー
ビ ス

も抱き合 わ せ と した 「パ
ッ ケ ージ 型イ ン フ ラ シ ス テ

ム 」 を 構 築 して い く こ とで 、大 き な利益 を 生 み 出 そ う

と し て い る。

　ま た、鉱 山マ イ ニ ン グ事業か ら出た 汚泥 水 の 浄 化 処

理 プ ラ ン ト他 、鉱 山都 市 開 発 に 向 け た シ ス テ ム
ー

括提

案型 の エ ン ジニ ア リン グ サービ ス の 事業規模 も膨 大 で

ある。

（4）BTO （ビジ ネ ス
・

ト ラ ン ス フ ォ
ーメ ン シ ョ ン

・

　　ア ウ トソ
ーシ ン グ）サービス （第4段 階）

　さ らに、第 4 象 限 「エ ン ジ ニ ア リ ン グ サービ ス 」 事

業が 、シ ス テ ム の
一

括 取 り纏 め に よ る、 「資産 の 所 有

権」 を 顧 客 へ 移 す 事 業 で あ る の に 対 し て 、第 1 象 限

「BTO サ
ー

ビ ス 」 とは、現 地 に、燃 料 や 部 品供給等

の 保 守 ・メ ン テ ナ ン ス サ
ー

ビス 会社 を設 立 し、業者 自

らが サ ービ ス 事業を行 う他、SPC （特別 目的会社）

を 設 立 し、事業運 営 に 関 す るプ ロ ジ ェ ク トへ の 投 資 を

行い 、大 きな配当を得 る サ
ー

ビ ス 事 業 形 態 で あ る。
　資源ベ ー

ス 理 論 に 基づ け ば、顧 客 で あ る鉱山開発事

業会社 に とっ て 、建設 ・鉱 山 機 械 の メ ン テ ナ ン ス 運 営

に 関す る 事業は、ケ イ パ ビ リテ ィ で は な い た め 、こ れ

らの サ
ー

ビ ス 事業 を 内部 化 させ る必 要は な い。
　 しか し な が ら、こ れ らの 保 守 メ ン テ ナ ン ス サービ ス 、
及 び マ イ ン グ事業の マ

ー
ケ ッ ト規模 は、今後 、拡 大傾

向 に あ る た め、わ が 国の 建設 ・鉱 山機 械 メーカーは、
戦略 的 な ア ラ イ ア ン ス に よ り、シ ス テ ム 構 築 か ら運 用

管理 サービ ス ま で の 広 大 な マ
ー

ケ ッ トを狙 っ て い くべ

き で あ る 。

5 ．まとめ

　以 上 の 考察に よ り、日立 建機 の サ
ー

ビ ス 事業 の 発 展

プ ロ セ ス を示 した の が、図表 7，で あ る。
　 日立建機 の サービ ス 事業戦略の 特徴 は、シ ョ ベ ル ・

ダ ン プ ・ホ イ ル ロ
ーダー

等の 機器単体 の サ
ー

ビ ス を 第

2 象限 （第 1 段 階 〉、第 3 象 限 （第 2 段 階） で 行 な い 、
多 くの 利 益 を 創 出 し て い る。
　さら に、同社 は、日立 グル

ープ 企業 との 連携 に よ り、
第 4 象限 （第 3 段 階 ） の 複 数 の 跨 り製 品 を取 り纏 め る

トロ リ
ー

シ ス テ ム や 、水 処 理 プ ラ ン ト等 の エ ン ジ ニ ア

リ ン グサ
ー

ビ ス 事業 を展 開 して お り、　 「パ ッ ケージ 型

イ ン フ ラ シ ス テ ム 」 を構築 して い る。
　 ま た、第 4 段 階 と し て は、第 1 象 限 「BTO サービ

ス 」 と し て 、現地に 、燃 料や部 品供 給 等 の 保 守 ・メ ン

テ ナ ン ス サー
ビ ス 会社を設 立 し、自らで サービ ス 事 業

を行 う他、SPC （特別 目的会社）を 設立 し、事業運

営 に 関 す る プ ロ ジ ェ ク トへ の 投 資 を 行 い 大 き な配当を

得 るサ
ー

ビ ス 事業形 態 を 目指 して い る。

図 表 7，建設 ・機械 メーカー （日立 建 機 ）

　　 の サ
ービス 戦略の 発展 モ デル

段 階 プロ セ ス

第 1 段 階 第 3 象限 　製 品 十 サ
ービ ス

ショペ ル
・ダンプ等単体 ＋　守 メ ン テ ナ ン ス

第 2 段 階 第 2 象限　 ソ リュ
ーシ ョ ン サービ ス

シュベ ル・ダンプ 等単体の レ ン タル 事

第 3 段 階 第 4 象限 　エ ン ジ ニ ア リン グ サービス

鉱 山開発 シ ス テ ム　 トロ リ
ー
　水

第 4 段 階 第 1 象限　 BTO サービ ス

　地 で の サービ ス 運

SPC 　 　別 目的会社 へ

金 　サービ ス 事

（出所）藤井享 （2010） 「サービス イ ノ ベ ー
シ ョ ン に よ

　　　　る利 益創 出 の 分 類の 枠組 み 一
取引 費用理論 と

　　　 資源 ベ ース 理 論か らの考察
一

」

　　　　 『中央大学大学院研 究年 報』 第 14 号 総 合 政

　　　　策研究科篇 pp ，59−75 よ り引 用、一部加 筆

参考文献

（1）目立 建機 ホ
ー

ム ペ ージ

　　「http；／／www ，　hitachi −kenki ．co ，　jp」
　　（2012年 6月 15 日確認 ）

（2＞ 日 立 評 論 （2012 ） 『特 集一豊 かで 快適な社会づ くりに 貢

　　献す る建設機械 』 日立評 論 2012年 5月 号 ，
（3）藤井 享 （2010 ），サービ ス イ ノ ベ ー

シ ョ ン に よ る 利益創

　　出 の 分 類 の 枠 組 み 一取 引 費用理 論 と資源ベ ー
ス 理 論

　　か らの 考察
一，『中央大 学大 学院 研 究年報 』中央 大学

　　大 学院研究年 報，第 14 号総 合政 策研 究 科篇 pp．59 −

　 　75 よ り引用

（4）Barney　J．　B（2002）　
“
GAININGAND 　SUSTAINING

　 　COMPETITIVE 　ADVANTAGE，，　 Second　Edition

　　 岡 田 正 大 訳 （2008） 『企 業 戦略 論 （上 基 本編 ・中事 業

　　 戦 略編
・
下全社戦略編）』ダイヤモンド社

（5）C．A．モンゴ 刈一
著／ 根来龍之 （2006 ） 『資源 べ 一

ス の 経 営

　　戦 略 論』東 洋経 済新報 社

（6）Coase．　R，　H（1937）　
‘‘
THE 　　FIRM ，　THE 　 MARKET ，　AND

　 THE　LAW
”

宮 沢 健一，藤垣 芳文，後藤 晃訳 （1992 ） 『企

　　業 ・
市場 ・法』，東洋経済新報社

（7）Williamson．　O．　E （1975）　
‘‘
MARKETS 　AND 　HIERARCHIES

，’

　 Analysis　and 　　Antitrst 　Implications，　NEW　YORK，
　 Free　Press　 浅 沼 萬里，岩 崎 晃訳 （1980） 『市 場 と企

　　業組織』，日本 評論

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 以　 上

一346 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


